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株主のみなさまへ
株主のみなさまには、ますますご健勝のことと心よりお慶び申し上げます。
ここに、当社第32期（平成16年1月1日から平成16年12月31日）の事業の概況につきまして、
ご報告申し上げます。
当連結会計年度におけるわが国経済は、金融不安・デフレ圧力の後退に加え、北米・アジア
向け輸出と設備投資に支えられ、大手製造業を中心に企業業績が回復し、経済指標に
明るい兆しが見えてきたものの、雇用情勢は依然として厳しく、個人消費は回復基調が
見受けられましたが旺盛さに欠けるなど、本格的な景気回復には至らないまま推移
いたしました。
印刷関連業界におきましても、企業における広告宣伝費の抑制による印刷物の需要
減少、出版市場の長期低迷により、依然として受注競争が激しく企業経営を取り巻く
環境は厳しい状況にありました。
このような経営環境のもとで、製品の高品質化、制作技術の高度化、営業力の強化を
目的とした営業体制の整備並びにお客様の視点に立った企画の強化を一層図りました。
また、一方では経営の合理化・効率化を推進するため、有形固定資産の売却、除却・廃棄を
進めてまいりました。
当連結会計年度は子会社に不動産を売却したことなどで、固定資産評価損等の特別
損失を７億57百万円計上いたしました。
この結果、当連結会計年度の売上高は115億63百万円（前年同期比99.6％）、経常利益は
11億80百万円（前年同期比101.5％）、当期純利益は2億74百万円（前年同期比263.0％）
となりました。

事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。

今後の経済状況の見通しにつきましては、引続き企業収益の回復が見られるものの、
依然として不透明感が続くものと予想されます。
当印刷関連業界を取り巻く環境も、先行き楽観は出来ない状況にあります。
このような経営環境のもと、当社企業グループは、引き続き営業活動を強化し、
受注拡大に努めるとともに、当社企業グループをあげて経営体質の強化と生産効率の
向上を図り、納期短縮、経費節減に取り組み経営基盤の強化と収益力の向上を目指して
まいります。
次期連結業績につきましては、売上高122億円、経常利益12億30百万円、当期純利益
6億30百万円を予想しております。
今後とも株主のみなさまの一層のご支援とご鞭撻のほど、よろしくお願い申し上げ
ます。

平成17年3月
代表取締役社長　鈴木　隆一

＜印刷関連事業＞
（サービス事業部門）
お客様の視点に立った「受注から納品までのトータル的な接客・応対」、受注価格の
明瞭化、進行管理の徹底による製品の品質管理、作業の効率化並びに他社にない
幅広い商材のアピールによる営業活動をいたしましたが、大阪地区の2事業所の撤退が
影響し、当事業部門の売上高は90億36百万円（前年同期比95.2％）となりました。

（印刷事業部門）
最新設備の導入、営業組織の再編成・強化を図り、印刷工場の操業度を一層向上させ、
生産力を向上させた結果、当事業部門の売上高は24億円（前年同期比121.5％）となり
ました。
（注）前連結会計年度まで「印刷関連事業」セグメントをサービスービューロー事業、アナログ

事業、オンデマンド事業、印刷事業として区分管理をしておりましたが、当連結会計年度
より販売形態、製造形態別に管理することとし、サービスービューロー事業、アナログ事業、
オンデマンド事業を統合し、サービス事業と区分（名称）変更をいたしました。また、比較を
容易にするため前年同期比については変更した区分に組替えて表示しております。

＜不動産賃貸事業＞
（不動産賃貸部門）
賃貸物件の一部売却と入居者の退去が影響し、不動産賃貸部門の売上高は1億26百万円
（前年同期比86.9％）となりました。
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第32期区 分 第28期

2

（単位：百万円）�

不動産賃貸事業�サービス事業� 印刷事業�

第30期（平成14年12月期）� 第31期（平成15年12月期）� 第32期（平成16年12月期）�
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（3）業績等の推移（連結）

決 算 年 月

65.2

1,567.49

1,180,206

平成12年12月 平成13年12月 平成14年12月 平成15年12月

売 上 高 ─

─

─

─

─

─

11,241,867

1,496,851

834,713

11,613,239

1,162,715

104,289

─ ─ 7,814,687 7,709,763

─ ─ 10,660,509 10,280,545

─ ─ 73.3 75.0

─ ─ 1,572.37 1,551.26

─ ─ 731 755

経 常 利 益

当 期 純 利 益

純 資 産

総 資 産

自 己 資 本 比 率

1株当たり純資産

従 業 員 数

第29期 第30期 第31期

平成16年12月

11,563,057

274,244

7,790,401

11,957,174

744

区 分 第28期

（4）業績等の推移（単体）

決 算 年 月

77.7

1,469.30

1,096,826

1,257,100

平成12年12月 平成13年12月 平成14年12月 平成15年12月

売 上 高 11,391,478

1,051,754

299,355

1,257,100

4,970,000

11,042,414

1,264,250

598,402

1,257,100

4,970,000

10,971,819

1,496,880

768,999

1,257,100

4,970,000

11,111,052

1,215,809

467,797

1,257,100

4,970,000

7,408,1566,537,266 7,150,585, 7,447,772

10,794,51211,326,055 10,946,990 10,275,570

68.657.7 65.3 72.5

1,490.581,315.35 1,438.75 1,498.55

744631 657 731

経 常 利 益

当 期 純 利 益

資 本 金

発行済株式総数

純 資 産

総 資 産

自 己 資 本 比 率

1株当たり純資産

従 業 員 数

第29期 第30期 第31期

平成16年12月

11,484,597

63,849

4,970,000

7,302,407

9,392,959

755

千円

千円

千円

千円

株

千円

千円

％

円

名

千円

千円

千円

千円

千円

％

円

名

第32期

サ ー ビ ス 事 業

部 門 事 業 内 容

各種文字フォントを装備した電算出力機による
印画紙、フィルムの出力サービス。印刷用写真
製版フィルムのアナログ加工サービス。

Macintosh及びWindowsを使用したデザインデ
ータを中心とするデジタル加工の受注制作。印
画紙、製版フィルム出力サービス。スキャニン
グ＆フィルムレコーダー出力サービス。インタ
ーネット・データ入稿サービス。カラープリン
ター出力サービス。

印 刷 事 業 オフセット印刷（商業印刷、出版印刷）。

オンデマンド印刷。

不動産賃貸事業 当社所有不動産の賃貸借契約による賃料収入。
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524,936

2,683,587

203,582

70,941

177,147

△117,475

3,542,720

1,451,335

1,695,737

3,540,142

148,634

6,835,849

183,738

164,900
790,185
106,765
424,106
△91,089

1,394,867

8,414,454

11,957,174

（資産の部）

1流 動 資 産

1.現金及び預金

2.受取手形及び売掛金

3.た な 卸 資 産

4.繰延税金資産

5.そ の 他

6.貸 倒 引 当 金

流動資産合計

2固 定 資 産

（1）有形固定資産

1.建物及び構築物

2.機械装置及び車両運搬具

3.土 地

4.そ の 他

有形固定資産合計

（2）無形固定資産

（3）投資その他の資産

1.投資有価証券

2.敷金・保証金

3.繰延税金資産

4.そ の 他

5.貸 倒 引 当 金

投資その他の資産合計

固定資産合計

資　産　合　計

（負債の部）

1流 動 負 債

1.買 掛 金

2.短 期 借 入 金

3.1年以内返済予定長期借入金

4.未払法人税等

5.賞 与 引 当 金

6.そ の 他

流動負債合計

2固 定 負 債

1.長 期 借 入 金

2.役員退職慰労引当金

3.そ の 他

固 定 負 債 合 計

負 債 合 計

（資本の部）

1資 本 金

2資 本 剰 余 金

3利 益 剰 余 金

4その他有価証券評価差額金

資 本 合 計

負債・資本合計

金 額
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科 目 科 目

（5）連結貸借対照表
（平成16年12月31日現在）

（単位：千円）

※記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。

金 額

195,991

2,160,000

240,176

215,899

41,500

602,218

3,455,785

577,362

70,710

62,915

710,987

4,166,773

1売 上 高

2売 上 原 価

売 上 総 利 益

3販売費及び一般管理費

営 業 利 益

4営 業 外 収 益

1.受取利息及び配当金

2.そ の 他

営 業 外 収 益 合 計

5営 業 外 費 用

1.支 払 利 息

2.そ の 他

営 業 外 費 用 合 計

経 常 利 益

6特 別 利 益

7特 別 損 失

税金等調整前当期純利益

法人税、住民税及び事業税

法 人 税 等 調 整 額

当 期 純 利 益

11,563,057

8,136,439

3,426,618

2,291,214

1,135,404

2,525

84,228

86,754

21,698

20,253

41,952

1,180,206

6,380

757,857

428,729

216,404

△61,919

274,244

科 目

（6）連結損益計算書
自平成16年 1月 1日
至平成16年12月31日（

（

（単位：千円）

金 額

※記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。

1,257,100

1,315,700

5,202,338

15,262

7,790,401

11,957,174
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6 7

当連結会計年度
自平成16年 1月 1日
至平成16年12月31日

金　 額

428,729

517,995

53,439

51,860

1,459

37,197

3,000

△12,447

7,020

△16,893

△2,525

21,698

236,648

162,571

283,840

22,936

△65,366

△68,373

△3,208

△37,748

13,092

1,634,927

2,525

△22,936

△22,389

△7,516

1,584,610

当連結会計年度
自平成16年 1月 1日
至平成16年12月31日

金　　　額

△2,938,855

185,390

△93,873

△64,000

△11,420

56,299

△100,000

64,626

△39,914

△2,941,746

1,660,000

320,000

△310,821

△41,653

△198,349

1,429,176

72,039

452,759

524,799

科　　　目

2投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出

有形固定資産の売却による収入

無形固定資産の取得による支出

投資有価証券の取得による支出

敷 金 ・ 保 証 金 の 支 出

敷金・保証金の解約による収入

出資金の取得による支出

出資金の分配による収入

そ　　　　の　　　　他

投資活動によるキャッシュ・フロー

3財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増加額

長期借入金による収入

長期借入金の返済による支出

ファイナンス・リース債務の返済による支出

配 当 金 の 支 払 額

財務活動によるキャッシュ・フロー

4現金及び現金同等物の増加額

5現金及び現金同等物の期首残高

6現金及び現金同等物の期末残高

（7）連結キャッシュ・フロー計算書
（単位：千円） （単位：千円）

科　　　目

1営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益

減 　 価 　 償 　 却 　 費

ソ フ ト ウ ェ ア 償 却 費

減 　 損 　 損 　 失

長 期 前 払 費 用 償 却 費

貸 倒 引 当 金 増 加 額

賞 与 引 当 金 増 加 額

退職給付引当金の減少額

役員退職慰労引当金繰入額

前払年金費用の増加額

受 取 利 息 及 び 配 当 金

支 　 払 　 利 　 息

固 定 資 産 売 却 損

固 定 資 産 除 却 損

固 定 資 産 評 価 損

割 増 退 職 金

売 上 債 権 の 増 加 額

た な 卸 資 産 の 増 加 額

仕 入 債 務 の 減 少 額

破産債権・更生債権等の増加額

そ　　　　の　　　　他

小　　　　　　　　　　計

利息及び配当金の受取額

割 増 退 職 金 の 支 払 額

支 払 利 息 の 支 払 額

法 人 税 等 の 支 払 額

営業活動によるキャッシュ・フロー
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448,117

707,232

1,825,799

119,882

69,498

172,164

△112,176

3,230,520

1,079,133

1,707,986

2,701,113

148,023

5,636,257

152,333

790,185

72,724

995,044

△82,553

1,775,401

7,563,992

10,794,512

（資産の部）

1流 動 資 産

1.現金及び預金

2.受 取 手 形

3.売 掛 金

4.た な 卸 資 産

5.繰延税金資産

6.そ の 他

7.貸 倒 引 当 金

流動資産合計

2固 定 資 産

（1）有形固定資産

1.建 物

2.機 械 装 置

3.土 地

4.そ の 他

有形固定資産合計

（2）無形固定資産

（3）投資その他の資産

1.敷金・保証金

2.繰延税金資産

3.そ の 他

4.貸 倒 引 当 金

投資その他の資産合計

固定資産合計

資　産　合　計

（負債の部）

1流 動 負 債

1.買 掛 金

2.短 期 借 入 金

3.1年以内返済予定長期借入金

4.未払法人税等

5.賞 与 引 当 金

6.そ の 他

流動負債合計

2固 定 負 債

1.長 期 借 入 金

2.役員退職慰労引当金

3.そ の 他

固 定 負 債 合 計

負 債 合 計

（資本の部）

1資 本 金

2資 本 剰 余 金

3利 益 剰 余 金

1.利 益 準 備 金

2.任 意 積 立 金

3.当期未処分利益

利益剰余金合計

4その他有価証券評価差額金

資 本 合 計

負債・資本合計

金 額科 目 科 目

（8）単体貸借対照表
（平成16年12月31日現在）

（単位：千円）

※記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。

金 額

195,991

2,100,000

147,800

206,544

41,500

587,034

3,278,871

4,400

70,710

32,375

107,485

3,386,356

1売 上 高

2売 上 原 価

売 上 総 利 益

3販売費及び一般管理費

営 業 利 益

4営 業 外 収 益

1.受取利息及び配当金

2.そ の 他

営 業 外 収 益 合 計

5営 業 外 費 用

1.支 払 利 息

2.そ の 他

営 業 外 費 用 合 計

経 常 利 益

6特 別 利 益

7特 別 損 失

税引前当期純利益

法人税、住民税及び事業税

法 人 税 等 調 整 額

当 期 純 利 益

前 期 繰 越 利 益

中 間 配 当 額

当 期 未 処 分 利 益

11,391,478

8,107,867

3,283,610

2,298,565

985,045

2,525

93,508

96,034

12,907

16,417

29,325

1,051,754

6,380

575,247

482,887

207,049

△23,516

299,355

51,509

99,400

251,464

科 目

（9）単体損益計算書
自平成16年 1月 1日
至平成16年12月31日（

（

（単位：千円）

金 額

※記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。

1,257,100

1,315,700

108,629

4,460,000

251,464

4,820,093

15,262

7,408,156

10,794,512
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会社概要

c o r p o r a t e s u m m a r ym a n a g e m e n t  r e p o r t s
業績報告

株主メモ

決 算 期 毎年12月31日

定時株主総会 毎年 3月

株 主 確 定 日 12月31日及び中間配当金の支払を行うときは6月30日

公告掲載新聞 日本経済新聞
決算公告に代えて、貸借対照表および
損益計算書の開示は、当社ホームページ
（http://www.lithmatic.co.jp/kessan/）
に掲載しております。

名義書換代理人 東京都千代田区丸の内一丁目4番5号
三菱信託銀行株式会社

同事務取扱場所 東京都千代田区丸の内一丁目4番5号
三菱信託銀行株式会社　証券代行部

同 取 次 所 三菱信託銀行株式会社　全国各支店

同事務連絡先 〒171-8508
東京都豊島区西池袋一丁目７番７号
三菱信託銀行株式会社　証券代行部
TEL（03）5391-1900（代表）

お問い合せ先
郵便物送付先

（1）商 号 東京リスマチック株式会社

（2）英 文 商 号 TOKYO Lithmatic Corpo ration

（3）設 立 昭和47年11月
（4）代 表 者 の

役 職 氏 名 代表取締役社長 鈴木隆一

（5）株式の状況 （平成16年12月31日現在）
1. 資本の額　 1,257,100千円

2. 発行する株式の総数 17,480,000株

3. 発行済株式総数 4,970,000株

4. 株 主 数 681名

（6）本社所在地 東京都荒川区東日暮里6丁目41番8号

（7）従 業 員 数 （平成16年12月31日現在）
744名（パートタイマーは含まれておりません。）

（8）連結子会社 第一製版株式会社
（注）平成16年9月24日に99,400,000円（1株につき20円）の中間配当を実施いたしました。

（10）利益処分
（単位：円）

当 期 未 処 分 利 益 251,464,718

これを次のとおり処分いたします。

利 益 配 当 金 99,400,000

（ 1 株 に つ き 2 0 円 ）

別 途 積 立 金 100,000,000

合　　　　　　　　　　　　計 199,400,000

次 期 繰 越 利 益 52,064,718
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個人情報保護及び環境問題への取り組み
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オンデマンドステーション　神保町�

オンデマンドステーション　日本橋�

コミュニケーションプラザ 新  宿 �

コミュニケーションプラザ 恵比寿�

コミュニケーションプラザ 虎ノ門�

コミュニケーションプラザ 西新宿�

リスマチック  カレッタ汐留�

デジタルプラザ 銀   座�

デジタルプラザ 九   段�

セールスサポート 早稲田�

青山表参道 センター�

芝 大 門 センター�

入船八丁堀 センター�

築　　　地 センター�

水 道 橋 センター�

九　　　段 センター�

内 神 田 センター�

早 稲 田 センター�

飯 田 橋 センター�

文　　　京 センター�

日 暮 里 センター�

パネル 工 房   青 山 �

パネル 工 房   神 田 �

C T P 専 科   日暮 里

C T P 専 科   早 稲 田 �

〒101-0051 千代田区神田神保町1-11-1 三井生命神保町ビル�
TEL.03-5259-1011　FAX.03-5259-1010�

〒103-0027 中央区日本橋1-16-10 安和日本橋ビル�
TEL.03-3276-5561　FAX.03-3276-5560�

〒160-0022 新宿区新宿3-1-24 京王新宿三丁目ビル�
TEL.03-5269-0641　FAX.03-5269-0642�

〒150-0013 渋谷区恵比寿4-3-8 恵比寿イースト438ビル
TEL.03-3447-2791　FAX.03-3447-2790�

〒105-0001 港区虎ノ門1-6-12 大手町建物虎ノ門ビル
TEL.03-3595-4081　FAX.03-3595-4080�

〒160-0023 新宿区西新宿1-19-6 山手新宿ビル�
TEL.03-5909-1271　FAX.03-5909-1270

〒105-0021 港区東新橋1-8-2 カレッタ汐留 B137�
TEL.03-6215-8011　FAX.03-6215-8010�

〒104-0061 中央区銀座1-10-6 銀座ファーストビル�
TEL.03-3567-4701　FAX.03-3567-4700�

〒101-0051 千代田区神田神保町3-2-6 丸元ビル
TEL.03-3265-9031　FAX.03-3265-9030�

〒162-0801 新宿区山吹町337 江戸川橋東誠ビル
TEL.03-3269-3040　FAX.03-3269-8360

〒107-0061 港区北青山3-5-12 青山クリスタルビル 2F 
TEL.03-3746-5901　FAX.03-3746-5900�

〒105-0012 港区芝大門2-2-11 泉芝大門ビル
TEL.03-5472-6171　FAX.03-5472-6170�

〒104-0043 中央区湊2-2-5 ヤハギ湊ビル
TEL.03-5543-6501　FAX.03-5543-6500�

〒104-0061 中央区銀座2-16-11 片帆ビル
TEL.03-3543-6961　FAX.03-3543-6960�

〒101-0061 千代田区三崎町2-4-1 TUG-Iビル
TEL.03-3238-6791　FAX.03-3238-6793

〒101-0051 千代田区神田神保町3-5 住友不動産九段下ビル
TEL.03-3265-4651　FAX.03-3265-4650�

〒101-0047 千代田区内神田2-14-6 神田アネックスビル
TEL.03-3256-6131　FAX.03-3256-6130�

〒162-0041 新宿区早稲田鶴巻町544 中川ビル
TEL.03-3269-3861　FAX.03-3269-3070�

〒162-0814 新宿区新小川町1-15 池田ビル
TEL.03-3235-6271　FAX.03-3235-6270�
〒113-0001 文京区白山1-13-7 シグマ白山ビル
TEL.03-3818-2461　FAX.03-3818-2460�
〒116-0014 荒川区東日暮里6-41-8
TEL.03-3891-5201　FAX.03-3891-5202�

〒107-0061 港区北青山3-3-7 第一青山ビル 2F
TEL.03-3478-4831　FAX.03-3478-4830

〒101-0047 千代田区内神田2-14-6 神田アネックスビル 4F
TEL.03-3256-1582　FAX.03-3256-1650

〒116-0014 荒川区東日暮里6-41-8
TEL.03-3891-5201　FAX.03-3891-5202�

〒162-0801 新宿区山吹町337 江戸川橋東誠ビル�
TEL.03-3269-3040　FAX.03-3269-8360

�

�

12 13

個人情報保護への取り組み（プライバシーマーク取得）�
東京リスマチックでは、個人情報の重要性を自覚し、プライバシーマークを2004年7月に

取得しております。当社で業務に従事する全ての者が、個人情報の大切な保護に

努めております。情報保護がビジネスを左右する重要課題があるからこそ、いち早く

取り組んでまいりました。情報サービス企業が個人情報保護の思想を理解することは、

今日の情報サービスにとって必須の要件と言えます。これからも私たちは個人情報を

扱う企業人として、細心の注意を怠らず、お客様が安心できる印刷関連サービスを

推進し、個人情報を扱っているという認識と責任を果たしてまいります。�

環境問題への取り組み（ISO14001認証）�
東京リスマチックでは、「循環型社会システムの構築」が社会の持続的発展に不可欠

であるとの認識に立ち、事業活動を通じて環境の保全と資源の確保を念頭においた

事業活動をしてまいりました。2005年2月にISO14001の認証を取得、社内においても

環境問題に対する方針を設定し、省エネルギー、省資源、廃棄物削減、環境保全を

配慮した機材の購入など環境管理を推進しております。これからも印刷関連サービス業

として事業を運営する過程において、地球環境に影響を与えていることを認識し、

環境経営を推進してまいります。�

認定番号  RE005登録番号 JSAE1011
ISO 14001：1996
JIS Q 14001：1996

登録範囲：�
印刷物のデザイン、制作、製版、印刷及び製本における�
 ① 省エネルギー・省資源（電力、ガソリン）�
 ② 廃棄物の削減（廃フィルム）�
 ③ グリーン購入の推進（事務用品、再生紙、機器類）�
 ④ 職場環境改善（製造事故率低減、5S、IPA、一般廃棄物）�
     を推進するための環境マネジメントシステムに適用する。�
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